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 1) (去ル茶屋にて、いなかより中居をかゝへけるが、ある時きんじよのざとうを
よびにやりしに、いまゆきませふといわれたといふてかへりしが、まてども
〳〵来ず。あまりまちかね、これはなにしておるやら、いかふひまがゐる。
コレ、そちがいたときに、あのざとうはなにしていたととゑば、イヤ、かわ
つたことをしてゞござるといふ。それはどうしたことをしていたといゑバ、
アイ。のこぎりて、しやみせんひいていられましたといふた。)武藤禎夫 噺
本大系 第8巻, 東京堂出版, 1976, p.107.



, (三味線) (撥-
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, (天王寺) . , 
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” , , “

.” .2)

, 

(< 4> ). 

 2) (田舎衆、弐三人づれにての天王寺まいり。ゆで藕うるを見て、ふしぎさう
に立とまり、扨も手篭た細工じや。あの穴ハ何としてあけた物ぞといへば、
又ひとりがいふやう、是ほどのさいくに蜘の巣があるといふて買なんだ。) 
武藤禎夫 噺本大系 第6巻, 東京堂出版, 1976, p.242.
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(立春噺大集) (1776

) (蘭) 2, 20
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.

, (小川吉太郎) 
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“ .” , (藤

川八蔵) ,“ .”

. , (炬燵)

, “ , 

, (三つ巴) .”3)  

, (< 5> 

), ‘ ’ . 

, 

 3) (美しい若後家の所へ、小川吉太郎につり取やうな呉服屋の手代、けつかう
な天気でござりますといふて尻目をつかう。後家、左やうでござりますと、
しり目をつかう所へ、藤川八蔵作つた小間ものやの男か来りて、何も御用ハ
ござりませぬかといふて尻目をつかう。三人が咄しの最中、こたつから七十
余りのかミさまが、ほそひ目をあいて、アヽ長いきしたれハこそ、生た三つ
どもへを見た。) 武藤禎夫 噺本大系 第10巻, 東京堂出版, 1979, p.254.
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 5) (昔有一道人売薬、偶見一村人酒査鼻、就問薬於道人、道人令討冬青葉五
朶、水一盞、銭五个来、却令其仰地臥、将冬青葉排於鼻上、以水噀之、就
擲五文於地上、叫云、好个生茘枝、一交五渟、撲一僕)荘司格一 中国の笑
話:笑海叢珠・笑苑千金 , 筑摩書房 ,1966, p.288.
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. , (笑賛) 44

(西字臉) (四川省) (知事)

(西) , .7) 

(身体)

.8) , 

 6) (有失去馬鞍者、一人面長而凹、認以為鞍也、執之其人曰、「此吾面也」争
弁不已、将往聴断于官、有行人問知其故、謂長面人曰、 勧兄賠也、此価
罷、若経官定是断給 ) 笑府 (13 4 )

.  
 7) (有川官得郡陛辭、宦者奏言、来日有川知州上殿、官家莫要笑、寿皇問曰、

何故 、奏云、 其人裏上襆頭、西字臉也 、蓋其人面大而横闊、明日朝
参、寿皇憶前語、即笑不止、但云、 卿所奏不必宣読、容朕宮中自看 、賛
曰、生成西字臉、做了西川官、良非偶然、此人既到御前、便該留作近臣、
長得天顔有喜也) 周作人, 明清笑話四種 , 人民文学出版社, 1958, p.20.

 8) (笑海叢珠) , 3 (身体門)
, 
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. , 当世口まね笑 (1681

) 4, 17 (四方髪の異名の事)
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, .” . , “
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, .”9)
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, . 
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. 
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. , (滑稽

(笑府) , 10 (形体部) .
 9) (四方髪のむさきおとこあり。異名を古行燈といふ。こゝろは、四方髪にあ

ふらじむほど、むさうなるゆへといへハ、皆人、尤と同心する。中にひとり
そさうもの、なんでもどこぞてやろとたくミしところへ、ある四方髪の儒者
きたりしを、やれ、ふるとうだい、ひさしいのといふ。儒者聞て、古とうだ
いとハいかにととへハ、麁相者がいふやうハ、其方のあたまのさらハ、あふ
らつぎにも似やう程に、ふるとうだいといふた。) 武藤禎夫, 噺本大系 第5
巻, 東京堂出版, 1976, p.175.



好) (1801  ) (こわ色)

(由

良之助) (紋所)

(二つ巴)(< 7>

)10) (歌舞

伎) (沢村宗十

郎)

.

“ , 

.” “ .” “

(沢村宗十郎) .(
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, .” “ (由良之
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10) 歌川豊国画, 三世沢村宗十郎の大星由良之助 錦絵大判,37.2×25.5cm.1796
4 , (桐座) (歌舞伎狂言) 
(江戸花赤穂塩竈) 3 (三世沢村宗十郎)

(大星由良之助) .
11) (亀、壱つやらねヱか。亀そんならば壱つつかいやせう。じよに出ますは、

沢村宗十郎で御座りますと、扇を顔にあてゝ、コハ色遊興にふけり、大酒に
しやうねをうばハれ、日本一のあほうの鏡、かいるの子はかいるになるナ、
かいるの子ハかいるになると、同しことを二つ言と、友達が、これ＋、亀ぼ
う。かいるの子ハかいるになると、同し事をなぜ二つやらかした（十ウ）と
わらへは、亀ハテ、かいるの子ハおたまじやくしてハないか。友達しれたこ
とよ。亀其おたましやくしが二つならぶと、由良之助が紋所だハナ。)武藤禎
夫, 噺本大系 第13巻, 東京堂出版, 1979, p.331.



, (浄瑠璃) (仮名手本忠臣
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(大石内蔵助) )
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, , 

(二つ巴)

.

, (楽牽頭) (1772 ) (肴売)

(司) , “ (同) .”

, (破字)

‘ ’ .12) 

, (醒睡笑) (1623 ) 5 

(華奢心) 3 , ‘ ’

, (腮の掛金) (1799

) (見立て) ‘

’ .

, 

‘ ’ ‘

12) (つかぬはなしだが、司といふ字ハどふ書の。さればの。おらが師匠にハない
字だ。アレ〳〵、むかふを通る肴売が大イの学者だ。呼て聞ふと、さかな
やをよび込ミ、 喜八どの。司といふ字ハどふかくの 。 それハこふいふ字
さ 。 どふいふ字だの 。 言にてハちといゝにくい。こふさ。同といふ字を
片身おろして、骨付キのほふさ 。)武藤禎夫, 噺本大系 第9巻, 東京堂出版, 
1979, pp.34-35.
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,  

(鹿野武左衛門口伝はなし) (1683 , 3 ) , 

10 (三人軽口) (
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(上野) , (高野山)

, , . , 

, “ ‘ ’ ‘ (野)’

.” , “ , . ‘ (ノ)’ .” 

, “ ‘ (乃)’

.” . , “ , . 

‘ ’ (襷- ) ‘ (乂)’ .” 

.14) 

(高野山) (平安) (高僧) (空海)

(真言宗) 2 , 

(上野) (野)  (高野山) (野)

13) , , 
. (江島其磧)

(世間子息気質)- (世間娘気質)-
(浮世親仁形気)- , 

上田秋成 (世間妾形気)- . 
14) 武藤禎夫, 噺本大系 第5巻, 東京堂出版, 1976, p.197.
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(茶屋女) 
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, ‘ (王)’ 4

(破字) . 
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(王氏) ‘ (王)’

, ‘ (王)’ , ‘ (匡)’ , ‘ (干)’ , ‘ (毛)’

(千戸) , (王氏)
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. , “ (匚 王) 

- (匡千戸)!” “ (王ー一) 

- (干千戸)!” “ (王 乚) -

(毛千戸)!” .15) 

, (笑府) 10, (王) (王麻子)

, 

. , (王) , (王

氏) , ‘ (王)’

‘ (主)’, ‘ (玉)’, 

(王) ‘ (麻子)’

(笑府) .16) 

, 

(軽口御前男) (1702 ) 1, 

(煮売り屋の看板) , ‘ (酒肴)’ ‘

(酒又有)’ , 

(露新軽口はなし) (1698 ) 4, 6

(字の書きよう) ‘ (音)’ (楷書体) ‘ (六百)’

, (草書体) ‘ (七百)’ , 

.17)(< 9>, < 10> )

15) (第二名姓匡、他便改口道、 上匣床的王千戸 第三名性干、他也能隋機応変
地呼道、 没凳坐的王千戸 、最後一名性毛、他也大声地叫道、 翹尾巴的王
千戸 聞者無不大笑不已) , , , 2007, 
194 .

16) (有姓王而麻者、或嘲之云、一蒙師止識一王字、主人適姓王、有三児、求
名、乃于王字上加一点、問傍人識此字否、曰、 是主字 、師接口曰、 正是
主字 即名長徒曰王主、又于王字右加一点、問如前応曰、 玉字也 、復接口
曰、 正是玉字 即名次徒曰王玉、至第三徒左加一点、問人、則曰、 無此
字 、再加右点問人、股曰、 無此字 、上下左右皆点、又云、 無此字 、乃
乱点曰、喚他王麻子便子) 笑府 (13 4 )

. 
17) (さる人、くわんおんのをんの字ハ、どうやらかくといひけれバ、ある人、さ



, 

. , (一休関東咄) (1672 , 1

(文字ぜんさくの事) ‘ (粥)’ 

.

  

(一休) , (粥) . 

, , “ . 

‘ (弓)’ ‘ (米)’ .”

.18)

れバ、しんにかけバ六百と書、さうにかけバ七百と申されし。)武藤禎夫 噺
本大系 第 巻, 東京堂出版, 1976, p.213.

18) (まつ粥をたきて人々にすゝめ給ひけり、されとも思しめし出されざりけれ
ば、しんのううつわ物に箸をからりとおかせ給へハ、かくのことくに見えた
り、さてこそ両わきに弓をかきて、なかに米をかくなりとこたへ給ふ。)武藤
禎夫, 噺本大系 第3巻,東京堂出版, 1976, p.197.



‘ (粥)’ ‘ (米)’ , ‘ ( )’ 

, 

(弓 米 弓 + + ). 

, 

. (軽口御前男) (1703 )  

1, (見たての文字) . 
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(乃) .” 

, “

?” , “ , (及) .” 

.19)

(乃) 

, (及)

. , 

, 

. , 

(笑府) 5, (媒人) , 

. 

  

, “

. .” . 

, 

. 

19) (よそにせむしなる人、煙草すいつけるを見て、友たちのいふやう、其方の
たばこ呑るゝハ、そのまゝつえつきの乃の字じやと見たてけれバ、せむしは
らをたて、きせる小わきにかいこミ、なぶるかと儀勢しければ、さうしやれ
バ、悉皆、及といふ字じやとわらハれた。) 武藤禎夫, 噺本大系 第6巻, 東京
堂出版, 1976, p.234.



, , “

.” . “ . 

.” 

. “ . (水) .”20)

(⼅) (水) (>+

⼅+ =水), , 

. 

, (理屈物語) 2, 7

(文字に付ての才覚の事) .

   

(小早川隆景)

. 

, . , , 

, 

, “ .”

, (茶) . 

.21)

20) (有疾背男子属媒人曰、 我寧捐厚聘、必欲擇一美婦、事成、許以厚謝適一
女？病疾、而属媒亦如之、媒亦如之、媒陰為両家説合、及合巹、相見、各
詫曰、 不成事夋 媒曰、 不妨 試取鋤来、乃置鋤于中、而今二疾東西倚
之、掯曰、 這不是個水字 ) 笑府 (13 4 )

. 
21) (むかし、小早川隆景といふ人の御内に、めしつかハるゝ、何それがしとや

らんいへる下人あり。此もの文字につきての才智ありて、いかやうのむつか
しき事も、文字にあたりたる事なれバ、わきまへしらずといふ事(七オ)（七
ウ挿画）なし。あるとき隆景、この者が智恵をためさんが為に、庭へお
り、木にこしをかけ、頭に草の葉をいたゞきて、かの下人をよびよせ、それ
と名をさゝずして、たゞ、もちて来れ、とのミいひければ、かの下人やがて
さとりて、茶をたてゝもち来れり。隆景大にかんじ給ひけると也。) 武藤禎
夫, 噺本大系 第2巻, 東京堂出版, 1976, p.231. 



(艸)

(人), (木) (‘艸+人+

木’=茶), (茶) .22) 

‘ (人)’

, 

. (柳夢寅) (於

于野譚) , 

. 

. 

, “ (安) .” , “ .” . 

, “ (好) .” , , 

“ .” . , 

, “ (可) .” , 

. “ (口) , 

(可) .”23)  

(笑苑千金) .(排字上

寿) , ‘

(姦)’ , ‘ (好)’ , 

‘ (可)’

,24) 

22) (江戸), (大坂), (京)
(守貞漫稿) (35 , 1837-1867 ) , (長崎)

‘ (茶箱)’ , ‘ (人) (艸) (木) , (目) , 
(竹) (木) (人在草木間 目有二竹木傍一 (艸+人+

木=茶, 目 竹 木 箱))’ , 
. 

23) (有一翁教三女、皆以文字、長女頂冠而出曰、 吾乃安字 、翁曰、 善 、次
女抱子而出曰、 吾乃好字 翁曰、 善 、季女年最幼、赤体側身、挙一股而
立曰、 吾乃可字 翁熟視之曰、 口字少斜、然亦可夋 ) , 

, , , 2006, 316 .



. 

, (徐居正) (東国滑稽伝) 140

‘ (品)’ ‘ (川)’

, , .25) 

, , 

(三国志演義) (魏) (曹操)

, ‘ (合)’ . 

(世説新語) 捷悟第十一 , , (楊

脩) ‘ (人 一 口 合)’

.26)

, 

. , (今歳咄) (1774 ) 

(献立) , (汁) (け)

.

“ , . (汁) .” “ , 

24) (長媳婦已生二女、遂両手牽両女、近前曰、 上覆公公、我姦字」勧公公一
盃酒、次媳婦只有一男子、遂牽近前曰、 公公、我好字 、勧公公一盃酒、
第三房媳婦、年幼方嫁帰、未有子息、...(中略)...告公公曰、 爾媳婦可字 勧
公公一盃酒、公公説、 可字也是、只是口歪了些个、座客莫不大笑 )荘司格
一, 中国の笑話:笑海叢珠・笑苑千金 , 筑摩書房, 1966, p.306.

25) (何如今夜会 / . 三個共衾眠/
. 開口能成品/ (品) . 並身忽作川/

(川) . 胸前難両合/
. 背後飽双拳/( ) . 

未遂鴛鴦夢/ . 堪嗟負好縁/ , .) 
, 1998, 194-195 . 

(堅瓢九集) . , 
(酒令) , , , 

2014.09, 31-34 .
26) (人餉魏武一桮酪,魏武噉少許，蓋頭上題 合 字，以示眾。眾莫能解。次至楊

脩。脩便噉曰 公教人噉一口也 復何疑 )甲斐 勝二 新・中国語文教学
の周辺(其1) : 言葉遊びを巡って : 宋連昌 漢字謎語 前言翻訳 , 福岡大学人文
論叢 , 38/2,2006, p.500.



?” “ , (氵) (十) .” “ , (おつけ-

) (け) .”27)

   

(汁) , 

(け)

. 

(おつけ) (け) (汁) 

. 

, 

(安) ‘宀’ ‘ (ウ)’

, (写) ‘冖’ ‘ (ワ)’ , (去) ‘厶’

‘ (ム)’ , (泂) '冂' ' (け)' , (爽)

‘爻’ ‘ (メメ)’ , (私) '禾' '

(ノ)' ' (木)' , (殺) '殳' ' (ル)' '

(又)' .

, (高) ‘亠’ ‘ ’ , (化) '匕' '

' , (匠) '匚' , 

‘ ’ ‘ (米)’ , 

. , 

. , (画ばな

し当時梅) (1810 ) ‘ (ぬ)’

‘ (ン)’ .

, (ぬン,ぬン) .28)

27) ( サアそんなら、そこへ書や。マヅ汁 。 アヽ汁といふ字ハ、どふじや
な 。 ハテ さんずいに十の字サ 。 ヱヽ、おつけのけの字か 。)武藤禎夫, 
噺本大系 第9巻, 東京堂出版, 1979, p.138.
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ABSTRACT

A Comparative Study on the Figurative Representation in 
Chinese and Korean Comedic Stories and the mitate of 

Japanese Comedic Stories

Keum, Young-Jin

A kite in Japanese is the octopus. The reason is that when they saw the tail 

of the kite, they remembered the foot of octopus. And this kinds of associative 

action is called a mitate(見立て) in Japanese. Mitate is similar to metaphor, but 

these two concepts are somewhat different in causing laugh. Korean and Chinese 

comedic story's metaphor cause laugh by similarity of two things, but Japanese 

comedic story's mitate cause laugh by dissimilarity of two things. Chinese and 

Korean comedic stories focus on 90%'s similarity of two things, but Japanese 

comedic stories focus on 10%'s dissimilarity of two things.  So, in this paper, 

I tried to consider the mitate of comedic stories of East Asia, and I found that 

there are the following three features.

First, we can see the tendency of Chinese and Korean comedic stories‘s mitate 

concern on the human body's physical weakness. But, Japanese comedic stories 

subject to not the human body's physical weakness but the human's professional 

or identification temperament. 

Second, East Asian's comedic stories mitate which related character and word 

play came from the method of decomposition of Chinese characters, for that area's 

people have used Chinese characters for a long time. However, there are different 

cases in Japanese comedic story's Chinese characters mitate, where that characters 

mitate is combined with two different type's characters, for example, to associate 

one Chinese character and another Japanese characters, hiragana or katakana. 　

Third, there are next type's mitate which came from misunderstanding of Chinese 

characters, it can be seen in Chinese and Korean comedic stories. Perhaps, this 

pattern related with Chinese three syllable's character pattern, which is a Chinese 

traditional word and character play.



           
Key Words
comedic stories, mitte, character play, East Asia, association
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